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 2004 年 9 月 1 日、浅間山が 21 年ぶりに中規模の爆発的噴火を起こした。われわれは噴火の翌日の 9月 2 日よ

り浅間山から放出される火山ガスの二酸化硫黄ガス放出量の測定を開始した。その後、浅間山は 9 月中旬に火山灰

を噴出する小噴火を連続的に繰り返した後、12 月までに中規模噴火 4 回と数多くの小規模噴火を起こした。12 月

9 日の小規模噴火以降噴火は起こっていない。 

 観測には小型紫外分光計を組み込んだポータブル SO2 測定装置を使用した。この装置が使用する小型紫外分

光計は重量が約 200g と小さく、装置全体の重量も数 kg と軽量のため今回のような突然の噴火の際に機動性を発揮

することができた。観測は、この装置を車に設置し、鉛直上方の SO2 量を測定しながら噴煙の下を移動するトラバー

ス法により噴煙断面の SO2 量を求めた。SO2 放出量は、上記のようにして求めた噴煙断面の SO2 量に噴煙速度を掛

け合わせることで算出した。この他、固定点からポータブル SO2 測定装置の視野方向を振ることで噴煙断面の SO2

量を測定するパニング法によっても SO2 放出量を求めた。噴煙速度の推定には、一定時間間隔で撮影したデジカメ

画像やビデオ映像を使用した。 

 観測を開始した当初は 1 日の平均 SO2 放出量が千数百 ton/day であったが、連続的に火山灰を噴出する小規

模噴火の続いた 9 月 15 日、16 日には 3000 ton/day を越えた。そして、9 月 23 日の中規模噴火の翌日にあたる 9

月 24 日には、平均放出量が 4500 ton/day まで上昇したが、急激に放出量は 2000 ton/day 代まで減少し、10 月は

2000 ton/day 弱で推移した。SO2 放出量は 10 月後半に、再び 2500 ton/day 以上に跳ね上がり、11 月 14 日の中規

模噴火の前後では 3000 ton/day を超える放出量が観測された。その後の、放出量には若干の減少は見られるが、

2005 年 2 月現在も 2000 ton/day 以上の高い放出量を維持し続けている。 

 浅間山では、1972 年より COSPEC を使用して SO2 放出量が測定されているが、火山活動が静穏な期間の放出量

は 100～200 ton/day であるのに対して、活動期においては SO2 放出量が 1000 ton/day までの増加が見られる。最

近では、2002 年から 2003 年の活動期に 400～1000ton/day の SO2 放出量が観測されていたが、2003 年 12 月には

150 ton/day まで放出量が減少していた。今回観測された SO2 放出量は軒並み 2000 ton/day を越え、過去の報告

値に比べ大きい値を示した。浅間山 2004 年噴火では、9 月中旬に溶岩ドームが火口底に確認されている他、火映

現象も数多く観測されている。今回観測された高い SO2 放出量は、マグマが火口底の浅所まで上がってきているこ

とと調和的である。また、2005 年 2 月現在も高い放出量を維持していることから、現時点でもマグマは浅所にあ

り活発に脱ガスを続けていると考えられる。 


